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こ
の
時
期
町
内
の
た
め
池
の
多
く
が
、池
の
水
を
抜
い

て
池
干
し
し
て
お
り
、普
段
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
光
景

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。前
回
は
こ
の
上
毛
風
土
記
で

も
紹
介
し
た
こ
と
の
あ
る
宇
島
鉄
道
の
築
堤
跡
に
残
る
開

口
橋
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、今
回
は
大
迫
池
と

新
池
の
石
碑
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。以

前
か
ら
大
迫
池
に
つ
い
て
は
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、何
分
参
考
資
料
が
少
な
く
、な
か
な
か
ご
紹

介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、大
迫
池
も
完
全

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、池
の
水
を
抜
い
て
お
り
、ず
い
ぶ
ん

水
位
が
下
が
っ
た
状
態
で
、や
は
り
普
段
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、大
迫
池
に
つ
い
て
、『
新
吉
富
村
誌
』か
ら
引
用
し
ま
す
。「
大
迫
池

は
、大
平
村
の
地
域
内
に
あ
っ
て
、当
村
南
吉
富
地
区
の
溜
池
で
あ
る
。こ
れ

は
、南
吉
富
村
大
字
垂
水
秋
吉
実
造
氏
の
発
起
に
よ
り
、時
の
南
吉
富
村
長
伊

達
喜
十
郎
氏
よ
り
、明
治
三
十
二
年
承
認
方
の
交
渉
が
友
枝
村
長
島
益
治
郎

氏
宛
に
あ
っ
た
。そ
こ
で
、同
年
一
二
月
四
日
村
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、だ
い

た
い
承
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。利
害
関
係
に
つ
い
て
は
、選
出
委
員
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。明
治
三
十
四
年
一
月
南
吉
富
村
長
横
山
寿
氏
よ
り
、友
枝

村
長
島
益
治
郎
氏
に
敷
地
買
収
を
依
頼
し
て
来
た
の
で
、二
月
中
、之
を
協
定

し
た
。然
る
に
、爾
来
、南
吉
富
村
内
本
業
に
関
し
、種
々
故
障
が
起
り
、容
易

に
工
事
が
進
行
し
な
か
っ
た
。明
治
三
十
六
年
よ
り
工
事
に
着
手
、同
四
十
二

年
五
月
に
竣
工
し
た
。」と
さ
れ
て
い
ま
す
。池
自
体
は
矢
方
池
よ
り
も
古
い

百
年
以
上
前
に
造
ら
れ
た
貴
重
な
土
木
遺
産
で
す
。　
ま
た
、大
迫
池
か
ら
広

域
農
道
を
南
東
に
四
百
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
所
に
あ
る
新
池
で
す
が
、水
位

が
下
が
っ
た
た
め
、取
水
口
の
近
く
に
何
ら
か
の
石
碑
の
よ
う
な
四
角
柱
が

見
え
ま
す
。形
状
か
ら
石
碑
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、ま
だ
水
が
あ
る
た
め
近

く
に
は
行
け
ま
せ
ん
。見
る
限
り
、見
え
る
箇
所
に
は
、文
字
は
彫
り
込
ま
れ

て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。ど
な
た
か
、こ
の
石
碑
状
の
も
の
に
つ
い
て
知
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、ぜ
ひ
ご
教
示
く
だ
さ
い
。
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お野菜ときめきトリセツ

ひのえうまに生まれて

やっぱり犬は知っている

八州の風手控え帳
いちから考える「夫婦別姓」のこと

おすすめ本

ツタに覆われた昭和レト
ロな建物のお弁当屋<大
盛弁当>は、盛岡のご当地
食材を使った日替わり一
本勝負の店。悩める客を
名物・黒柴犬のこげ店長
が待っている-。お客に前
を向かせる、美味しい×元
気をもらえる物語。

岩手の大盛
弁当屋

銀のゾウと
不思議な友だち

髙森 美由紀【著】 中央公論新社（入荷済）
 たかもり   み   ゆ   き  ふじしげ

藤重 ヒカル【作】 金の星社（入荷済）　

教室で銀のおり紙のゾウ
を見つけたかりん。それを
おったサラとなかよくな
るが、その日の帰り道、2人
は交通事故にあってしま
う。病院で意識を取り戻し
たが、サラが眠り続けてい
ることを知り…。優しさが
あふれるファンタジー。

文藝春秋

さ・え・ら書房

双葉社

KADOKAWA

あさの あつこ【著】

おおくら たかひろ

ふう  ふ べっせい   かんが         かい

安井ファーム【著】

酒井 順子【著】
さか い じゅんこ

やす い

大倉 崇裕【著】

夫婦別姓を考える会【編・著】

新潮社

※すべて入荷済※感染症対策として、書籍の消毒を行っていますので安心してご利用ください。 ※学校・学年の表記は3月時点のものです。

減らそうCO₂　増やそう　
快適な暮らし

リサイクル　心がけよう　
町のため

南吉富小6年 渡邉　真耶
わたなべ　    ま    や

上毛中2年 森　紅葉
もり　　くれ は

南吉富小4年 戸川　春菜
と がわ   　はる な

■開館日/火～土曜日 10：00～18：00、日曜・祝日 9：00～17：00
■休館日/毎週月曜日、年末年始、特別蔵書点検

げんきの杜図書館　TEL 72-1633   
https：//www.koge-lib.jp 環境ポスター入選作品

環境標語入選作品

●成恒神楽講の会員を募集しています。詳しくは☎ 090-9476-5930（小森）までお問い合わせください。

A

食育
レシピ

① フライパンに無塩バター20gを溶かし、皮をむいて、薄いいちょう切りに
　 したりんごを加えて炒める。グラニュー糖を振り入れて、しんなりとする
　 まで炒め、レモン汁をかけて火を止め、そのまま冷やす。
② ボウルに卵を割り、ほぐしてグラニュー糖を加え、泡だて器でよく混ぜる。
　 牛乳を加え、Aをふるい入れ、泡だて器でダマがなくなるまで混ぜる。
③ ❷に溶かした無塩バターを少しずつ加え、混ぜ合わせる。
④ ❶のフライパンに❸の生地を流し入れ、蓋をして、ごく弱火で15～20分、
　 裏返して同様に１～２分焼く。

一言メモ

上毛町食育ボランティアグループ アンケートに
ご協力を
お願いします。

・・・・・・・・・・・・・・・・20g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個

・・・・・・・・・大さじ3
・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個

●りんごのソテー
　無塩バター
　りんご
　グラニュー糖
　レモン汁
●卵

・・・・・・・・・・・・・・100g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35ml
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g

・・・小さじ2
・・・・・・・50g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・50g

●グラニュー糖
●牛乳
●薄力粉
●ベーキングパウダー
●アーモンドパウダー
●無塩バター

りんごのタタンケーキ
〈材料〉

〈作り方〉

タルトタタンは、フランスのタタン姉妹の経営する
「ホテル・タタン」が名前の由来になったと言われて
います。ある日、料理担当の姉がタルト生地を入れ忘
れて、りんごを焦がしてしまった失敗作に生地をか
ぶせて焼いたところ、偶然にも美味しいお菓子が完
成していたことから生まれました。今では、フランス
の伝統菓子として親しまれています。

238
Vol

大
迫
池
と
新
池
の
石
碑

▲大迫池遠景

▲新池の石碑遠景▲新池の石碑近景
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務
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ひ

成恒神楽講が神楽人の祭展に
出演しました！
　１月24日（土）、京築７市町
で構成される「神楽の里づく
り推進協議会」が主催する「神
楽人の祭展」がコスメイト行
橋で開催されました。
　この公演は、京築地域に伝
わる神楽文化の魅力を広く発
信し、文化継承への機運を高めることを目的としたも
ので、当日は約400人が来場し、会場は大いににぎわい
ました。
　上毛町からは成恒神楽講が出演し、「三神」を披露。観
客からは大きな拍手が送られていました。

桜三月春だより
町の花の一つである『桜』の季節が近づいてきました。
町内でも大池公園をはじめ牛頭天王公園や岩屋さくら公園
などたくさんの桜スポットがあります。
また、友枝川農村公園では一足早く、河津桜が開花します。
ぜひおでかけください。

大池公園（下唐原）

岩屋さくら公園（東上）友枝川農村公園（土佐井
）牛頭天王公園（垂水）


